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　各地域で実施された歳末たすけあい助成事業を活用した “たすけあいや支え合い活動” の風景です。詳細につい
ては，6～ 7頁をご覧ください。

【今号の表紙】
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住み慣れた町で寄り添う仲間



　

市
民
の
皆
様
に
は
、
心
新
た
に
令
和

三
年
の
新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
明
け
た
と
い
う
の
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
い
っ

こ
う
に
収
束
の
気
配
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

人
の
動
き
が
活
発
に
な
り
、
第
三
波
、

第
四
波
の
動
向
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
症
者
も
増
え
、
医
療
現
場
も
崩
壊
寸

前
の
危
機
に
あ
る
よ
う
で
す
。
誰
も
が

事
あ
る
ご
と
に
マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
、
う
が
い
の
励
行
、「
三
密
」
の
防
止

を
着
実
に
実
行
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
生
き
て
い
く
た
め
の
最
低
限
の

防
止
策
で
す
。
重
症
化
率
の
高
い
高
齢

者
の
方
々
に
は
、
自
由
に
家
を
出
る
こ

と
も
ま
ま
な
ら
ず
自
粛
、
自
粛
で
日
々

大
変
な
思
い
を
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
日

常
の
生
活
が
一
変
し
、
家
に
引
き
こ
も

っ
て
お
ら
れ
る
高
齢
者
の
方
や
障
が
い

を
お
持
ち
の
方
が
た
く
さ
ん
い
る
と
お

聞
き
し
ま
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
地
域
が

福
祉
が
底
力
を
発
揮
す
る
時
で
す
。
福

祉
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ま
せ
ん
。

　

鹿
屋
市
で
は
、現
在
十
の
地
域
に「
地

域
福
祉
協
議
会
」
が
発
足
し
て
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た

方
々
へ
の
声
か
け
や
見
守
り
、
楽
し
い

サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、「
誰
も
独
り
ぼ
っ

ち
に
し
な
い
」、「
誰
も
見
捨
て
な
い
」、

「
誰
も
う
っ
ち
ょ
か
ん
」と
い
う
固
い
絆

で
、
地
域
で
寄
り
添
い
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
深
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

国
も
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
強
く
求

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、
ま

さ
に
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
モ
デ
ル
と
な

っ
て
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
、
七
月

に
鹿
屋
市
が
未
曾
有
の
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
市
内
の
上
谷
、
新
川
、
天
神
、
古
江
、

串
良
、
祓
川
な
ど
大
変
な
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
社
会
福
祉
協
議
会
と
し

て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立

ち
上
げ
市
や
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連

携
し
て
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。
実
に

県
下
各
地
か
ら
述
べ
八
百
五
十
四
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
復
旧
の
大
き
な
成
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
協
力
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
生
活

に
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
へ
の
国
の
小

口
貸
付
や
生
活
支
援
の
貸
し
付
け
を
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
に
な
っ
て
い

た
し
ま
し
た
。
九
百
件
を
超
え
る
相
談

に
休
日
を
返
上
し
て
対
応
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
貸
し
付
け
は
、
三
月
ま
で

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
が
見
え
ず
毎

日
の
生
活
に
窮
し
て
お
ら
れ
る
方
々
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
だ
ま
だ
コ
ロ
ナ
の
先
は
見
え
ま
せ

ん
。
油
断
は
禁
物
で
す
。
一
日
も
早
い

ワ
ク
チ
ン
の
投
与
が
な
さ
れ
、
ま
た
以

前
と
変
わ
ら
な
い
普
通
の
日
々
が
返
っ

て
く
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ま
せ
ん
。
新

し
い
年
も
行
政
や
関
係
機
関
団
体
と
さ

ら
に
連
携
を
深
め
、
職
員
一
丸
と
な
っ

て
鹿
屋
市
の
地
域
福
祉
の
充
実
に
努
め

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
一

層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て

健
康
で
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

新年のご挨拶

福
祉
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

︱
福
祉
が
つ
な
ぐ
地
域
の
人
と
人
︱

～
本
年
も
鹿
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
～

社会福祉法人 鹿屋市社会福祉協議会

会 長　宮下　昭廣
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亀鶴会見守隊が発足しました！

　12月20日（日）北田町，大手町の高齢者クラブ「亀鶴会」の有志により，一人暮らし高齢者
など地域で見守りが必要な方を対象に，見守り・声かけ訪問を行う「亀鶴会見守隊」が結成され
ました。「亀鶴会見守隊」では，3名で2つのグループを作り，月に1回，10名の見守り対象者を
訪問します。
　初回の活動日となった20日は，隊員全員で町内の見守り対象者宅を訪問し，今後見守り活動
を行うことを説明しました。また，歳末たすけあい募金の助成金を活用して作ったお餅も併せて
配り，明るく年を越して頂けるよう声かけをしました。

新型コロナウイルス特例貸付の再延長について‼
　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で生活資金にお悩みの皆様
へ貸し付けている新型コロナウイルス特例貸付の受付期間が，令和２年12月末日
から令和３年３月末日まで延長されました。詳細につきましては，社協ホームペー
ジや電話等でご確認ください。

【問合せ先】地域福祉課　℡ 44-2277　　　［担当］江並

教育支援資金貸付のご案内（生活福祉資金貸付制度）
　鹿児島県社会福祉協議会が実施する「生活福祉資金貸付制度」の中に学校教育法に定める学校（高
校･高専･短大･大学）へ進学する際の学費等の貸付を行う「教育支援資金」があります。
　令和３年４月からの進学へ向けた受験シーズンも始まっていますので，教育支援資金の活用を
ご検討される場合はお早目に鹿屋市社協までご相談ください。

１ 貸付対象世帯 ………… 低所得世帯
２ 教育支援資金の種類 … ① 教育支援費（就学のための学費等）
　  ………………………… ② 就学支度費（入学金・教科書代・制服代等）

教育支援資金の貸付対象世帯・種類 等

社協だより. 2021　　　　3



みんなで作ったおにぎりをボランティアの方々へ差入れました

福祉・ボランティア作文　コンクール受賞者及び作品紹介福祉・ボランティア作文　コンクール受賞者及び作品紹介
　市内の小学生・中学生・高校生を対象に，「福祉・ボランティア作文コンクール」を実施しました。福祉やボラン　  ティアへの考えや想いをつづった優しさ溢れる作文の応募が57作品あり，その中から９名の受賞を決定しました。

優
秀
賞

学校名 学年 氏名
西 原 台 小 学 校 2 年 東

ひがし

馬
ば

塲
ば

 咲
さ

帆
ほ

田 崎 小 学 校 3 年 新
にい

保
ぼ

　 心
み

花
な

田 崎 小 学 校 4 年 江
え

口
ぐち

　 心
うる

陽
は

鹿 屋 中 学 校 3 年 石
いし

川
かわ

　 大
つ ば さ

翼
鹿 屋 女 子 高 校 1 年 吉

よし

川
かわ

　 　海
まりん

1

2

田
崎
小
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福祉・ボランティア作文　コンクール受賞者及び作品紹介福祉・ボランティア作文　コンクール受賞者及び作品紹介
　市内の小学生・中学生・高校生を対象に，「福祉・ボランティア作文コンクール」を実施しました。福祉やボラン　  ティアへの考えや想いをつづった優しさ溢れる作文の応募が57作品あり，その中から９名の受賞を決定しました。

※最優秀賞作品の中から代表して，田崎小学校２年の日髙 眞佑さんの作品を掲載いたします。
※ 他の作品については，社協ホームページに掲載（本人の了解を得たもののみ）しておりますの

で，ご覧ください。

最
優
秀
賞

学校名 学年 氏名 タイトル
田 崎 小 学 校 2 年 日

ひ

髙
だか

　眞
ま

佑
ゆ

はじめてのボランティア
鹿 屋 小 学 校 6 年 有

あり

島
しま

　結
ゆう

花
か

これからも私らしく
第一鹿屋中学校 2 年 内

うち

村
むら

　心
ここ

美
み

人のために働くプロ
鹿 屋 女 子 高 校 1 年 竹

たけ

山
やま

　莉
り

央
お

介護について

3

4

田崎小２年田崎小２年
日髙　眞佑日髙　眞佑
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番号 助成団体名 事業内容

25 寿 3丁目町内会 書初め・七草祝い
26 フレンド浜田 交流そば打ち
27 喫茶つるは 年末もちつき
28 泉ヶ丘町内会 粗大ゴミの回収搬出
29 いずみ会サロン 三世代交流もちつき大会
30 泉ヶ丘町内会子ども会 三世代交流クリスマス会
31 清水サロン もち作り・おこわ作り
32 しろみずふれあいカフェ しろみずふれあいカフェ
33 海道すみれ会 高齢者交流
34 下名西町内会 三団体交流会（餅づくり）
35 麓参友会 年越しそば打ち・振る舞い
36 ふれあい隊 そばづくり
37 なでしこ会 新年会とぜんざい振る舞い会
38 共栄町親子会 共栄町親子会・町内会交流

番号 助成団体名 事業内容

39 学校応援団寿北小
読み聞かせグループ 学校応援団読み聞かせ

40 寿 3丁目きばいもんそ会 年末そうじ支援

41 新栄町内会 町内会，親子会，外国籍の人
とクリスマスパーティー交流

42 菅原校区活性化協議会 ミニ門松作り交流会
43 だいだいさん 昔遊びを楽しむ

44 松橋すずめクラブ 新年祝賀とぜんざい振る
舞い会

45 松橋はとぽっぽの会 お餅づくり

46 大浦町内会 年末高齢者宅回りと
ぜんざい振る舞い会

47 大姶良西茶のん⤴ 地域交流（クリスマス会）
48 西祓川長寿会 クリスマスふれあいサロン
49 萩塚ひまわりサロン 三世代交流（ぜんざい作り）

泉ヶ丘町内会（寿６丁目）
集合住宅の高齢者世帯を中心に粗大ごみの回収・搬出
を行いました。

札元１丁目東子ども会
子ども会会員が札元１丁目公民館でしめ縄作りを行い，
高齢者世帯等にメッセージカードを添えて届けました。

獅子目町内会
獅子目町内会入り口に飾る門松づくりやイルミネー
ション飾りを行いました。

寿３丁目民生委員
寿３丁目公民館でおこわを作り，見守りを兼ねて高齢者宅や赤
い羽根共同募金に協力していただいた方々へ配布をしました。

令和２年度「歳末たすけあい募金（共同募金）」を 活用した事業の紹介!! 住み慣れた町で
寄り添う仲間

※写真は年末に開催した事業の一部を掲載しています。

（敬称略）
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番号 助成団体名 事業内容

1 川西町内会 地域交流（正月事業）

2 川西町工業通りを
明るくする会 粗大ゴミ等回収処分

3 富ケ尾中央町内会 「もちつきの会」交流

4 堅田町内会 町内会交流（もちつき，
ぜんざい振る舞い）

5 寿 3 丁目子ども会 寿 3 丁目子ども会クリス
マスお楽しみ会 2020

6 鶴峰中地区町内会 町内会交流及び鬼火焚き

7 上祓川運動サロン 高齢者クリスマス交流

8 名貫町青壮年部 年末粗大ごみ収集

9 下祓川町小原 1 班
鬼火だき事業 鬼火焚き

10 寿３丁目民生委員 見守りサロン

11 マザリ―プロジェクト 外国の方と一緒に
クリスマス交流会

番号 助成団体名 事業内容

12 笠之原町内会 町民交流のための
フリーマーケット

13 亀鶴会健康クラブ 亀鶴会健康クラブ
（ぜんざい交流）

14 北田亀鶴会 ふれあい高齢者見守り
15 札元 1丁目東子ども会 子供サンタがやってくる
16 男塾（サロン） 年越しそば作りの講習会
17 古前城町内会 世帯間交流ぜんざい会
18 獅子目町内会 門松づくり

19 にこにこサロン にこにこサロン
新年地域交流

20 寿 8丁目町内会 子供たちと高齢者の交流
21 すみれ会 年末年始事業
22 天神町内会 町内会正月整備
23 南小 PTA 三世代ふれあい門松作り
24 南町子ども育成会 鬼火焚き

松橋はとぽっぽの会（大浦町）
松橋公民館で作ったお餅を地域の高齢者へ配り，元気
で新年を迎えられるよう声かけしました。

共栄町親子会
親子会活動として中央公園・公民館で餅つきやグラウン
ドゴルフ，クリスマスケーキ作りを行いました。

麓参友会（輝北町）
一番郷コミュニティセンターでそば打ちを行い，出来
上がったそばを高齢者世帯へ配布しました。

富ヶ尾中央町内会（串良町）
三世代交流として，富ヶ尾中央町内会公民館で餅揉み
やぜんざい，がね天作り等を行いました。

　鹿屋市社会福祉協議会では，新たな年を迎えるにあたり，「地域のたすけあいや支え合い活動など住民の主体的
な参加によって支えられている地域福祉活動」を推進する事業を支援するために，地域歳末たすけあい事業を実施
し，下記のとおり49の団体に助成金(総額)　1,117,000円を支給しました。

令和２年度「歳末たすけあい募金（共同募金）」を 活用した事業の紹介!!
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会員会員募集中募集中

　令和２年11月20日（金）に鹿児島市の川商ホール（鹿児島市民文化
ホール）において，「鹿児島県地域福祉推進大会」表彰式典が執り行われ，
共同募金運動に多大な実績をあげられた団体等に中央共同募金会会長及
び鹿児島県共同募金会会長より，感謝状が贈呈されました。

　12月１日(火)市内８店舗で募金運動ボランティア約80名にご協力をいただき「地域歳末たすけあい募金」街頭
募金活動を実施しました。今年は新型コロナウイルスの影響で規模を縮小して実施しましたが，多くの方にご協
力いただき，94,387円の募金が集まりました。この募金は地域歳末たすけあい事業に活用させていただきます。
ご協力いただきました皆様に心から感謝申し上げます。

●鹿児島県共同募金会会長感謝状	 （敬称略）

有留　忠男 鹿屋市医師会

星塚敬愛園自治会 慈恵園職員一同

鹿児島県建設業協会鹿屋支部
鹿屋八日会 鹿屋第一ライオンズクラブ

鹿屋市保育会 以和貴会職員一同

●中央共同募金会会長感謝状	 （敬称略）

鹿屋市高齢者クラブ連合会

共同募金会より感謝状の贈呈がありました ‼

歳末たすけあい街頭募金活動を実施しました !
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鹿屋地区（マックスバリュ鹿屋寿店）

輝北地区（ファミリーマート輝北百引店）

鹿屋市高齢者クラブ連合会

吾平地区（Aコープ肝付吾平店）

串良地区（タイヨー串良店）



　 子育てのお手伝いをして欲しい人（利用会員）と，子育てのお手伝いができる人（サポート会員）

が， お互い助け合う 「ファミリー・サポート・センター」 の会員になるための講習会を開催します。

　 この機会に， ファミリー ・ サポート ・ センターに登録しませんか？

●日時（予定） 令和３年２月 28 日（日）９：30 ～ 16：00
●場　　所 リナシティかのや (2 階 )　情報研修室
●登録条件 利用会員…………原則小学生までの子どもの育児をしている方，妊娠中の方
 サポート会員……心身ともに健康で，子育て支援に意欲のある 20 歳以上の方
 ★利用・サポート会員ともに鹿屋市在住，利用会員は鹿屋市内勤務の方でも可
●申込期限 令和 3 年２月 19 日（金）
●申込方法　来所または電話にてお申込みください。

【問合せ先】	鹿屋市ファミリー・サポート・センター	 TEL　0994-44-2277

基幹センターの相談室をリニューアルしました!!

映画上映を実施しました!!

　肝属地区２市４町（鹿屋市，垂水市，肝付町，東串良町，錦江町，南大隅町）の協力により，鹿
屋市社会福祉会館内にある障がい者基幹相談支援センターの相談室をリニューアルしました。
相談室は 2 部屋あり，来所された方が安心して相談できるよう遮音性やプライバシー保護に配慮し，
全面改修しました。家族や近隣等の関係で自宅への訪問より基幹センターでの面談を希望される方，
電話よりも直接会って話をしたい方は，基幹センター相談室を是非ご利用ください。

　輝北ふれあいセンターでは，地域の憩いの場とし
て，また，市民の皆様が多目的に活動できる施設と
して，やすらぎ市場ややすらぎ食堂，温泉公衆浴場，
やすらぎサロン，移動支援，各種講座等を実施して
います。今回新たな取組みとして，やすらぎサロン
利用者を対象に試行的に映画上映（漫談：綾小路き
みまろ）を実施しました。利用者も大変喜ばれてお
り，今後はサロン利用者以外にも対象を広げ，定期
的に内容を変えながら上映していく予定です。

令和 2 年度鹿屋市ファミリー ・ サポート ・ センター

第 3 回講習会開催のお知らせ

託児も
あります

※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては，中止又は延期する場合があります。

〔問合せ先〕TEL 0994-35-4801
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【新型コロナ対策もしております。】

相談室入口（2部屋） 相談室① 相談室②
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・ 所得税や法人税などの税務申告・
税務代理・税務相談

・ 記帳、起票指導
・ 相続、贈与、譲渡等についての資産対策
・ 税務相談
・ その他会計に関する業務

個人の相続税や贈与税に関する相談も

受け付けておりますので
お気軽にご相談ください。

〒８９３－００３７

鹿児島県鹿屋市田崎町７０９

URL:https://www.kaikei-home.com/furoikaikei/

電話 (0994)44 －5311（代）
ＦＡＸ (0994)44 －6514

風呂井　誠

公 認 会 計 士 ・ 税 理 士 風呂井　誠

税理士法人 風呂井会計

風呂井誠公認会計士事務所

代 表 社 員 ・ 税 理 士

公 認 会 計 士 ・ 税 理 士

風呂井　敬

広告掲載事業にご協力いただきありがとうございます。広 告

広報誌「かのや社協だより」の広告掲載事業者を募集!!
　鹿屋市社会福祉協議会では，当会広報誌「かのや社協だより」に広告を掲載して頂ける企業や事業所等を
募集します。詳しくは下記をご確認のうえご応募ください。

区　　分 内　　　容
1 広告媒体の名称 かのや社協だより（鹿屋市社会福祉協議会広報誌）
2 印刷物の仕様 Ａ４版，フルカラー，両面 12ページ
3 発行部数 約 42,000 部（主に町内会各世帯に全戸配布）
4 発行回数 年 4回（4月，7月，10月，1月）

5 掲載号

・第 52号…… 令和 3年… 4 月…28 日（水）
・第 53号…… 令和 3年… 7 月…13 日（火）
・第 54号…… 令和 3年…10 月…28 日（木）
・第 55号…… 令和 4年… 1 月…13 日（木）

6 広告掲載位置・寸法 裏表紙の下部，１枠（90mm× 60mm）
7 広告枠数・色 ４枠・フルカラー
8 広告掲載料 １回１枠あたり 2,500 円（消費税別）
9 申込資格 当会広告掲載事業取扱要綱第 2条に該当しない企業及び事業者等

10 申込方法

広告掲載申込書を記入のうえ，令和 3年 3月 1日（月）までにお申し込みください。
なお，1回の申込みにつき，4回分まで申込み可能です。
【申込先】鹿屋市社会福祉協議会総務課（リナシティかのや 2階福祉プラザ内）
　※申込書は当会ホームページからダウンロードできます。

11 その他

広告掲載の詳細については，当会にお問い合わせ頂くか，当会ホームページ
に掲載しています「広告掲載事業取扱要綱」でご確認ください。
【問い合わせ先】総務課　TEL…44-2951
【ホームページ】「鹿屋社協」で検索してください。
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